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「
断
固
戦
い
勝
利
す
る
」と
テ
メ
ル

支
持
率
も
高
か
っ
た
が
、
昨

年
１
１
月
に
、
家
族
の
反
対

も
あ
り
、
出
馬
し
な
い
と
明

言
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
ル
ー
ラ
元
大
統
領

が
１
月
２
４
日
に
高
級
三
層

住
宅
を
巡
る
収
賄
な
ど
の
容

疑
の
第
２
審
で
実
刑
判
決
を

受
け
た
直
後
、
大
統
領
選
世

論
調
査
で
８
％
の
支
持
率
を

受
け
、「
そ
の
決
意
が
揺
ら

い
だ
」
と
の
報
道
が
な
さ
れ

て
い
た
。
２
審
判
決
で
ル
ー

ラ
氏
が
出
馬
資
格
を
失
う
可

能
性
が
高
ま
っ
た
た
め
だ
。

　

さ
ら
に
、
民
主
社
会
党

（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
の
カ
ル
ド
ー

ゾ
元
大
統
領
も
、
同
党
の
候

補
と
し
て
党
首
の
ジ
ェ
ラ
ウ

ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
聖
州
知
事

に
ほ
ぼ
固
ま
り
つ
つ
あ
る
中

で
、
旧
友
で
も
あ
る
フ
ッ
キ

と
面
会
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
な

ど
で
同
氏
を
賞
賛
す
る
発
言

を
行
っ
た
り
し
た
。
フ
ッ
キ

自
身
も
そ
の
直
後
に
経
済
界

の
大
物
た
ち
と
会
っ
た
り
し

　
【
既
報
関
連
】
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
（
ス
ラ
ム
街
）
で
の
銃
撃
戦
や
、
強
盗
、
流
れ
弾

に
当
た
っ
て
罪
も
な
い
市
民
が
犠
牲
に
な
る
な
ど
、
一
向
に
改
善
の
兆
し
を
見
せ

な
い
リ
オ
の
治
安
状
況
に
、
連
邦
政
府
は
「
リ
オ
州
保
安
部
門
の
直
接
統
治
」（
直

訳
な
ら
政
府
介
入
・
イ
ン
テ
ル
ベ
ン
ソ
ン
・
フ
ェ
デ
ラ
ル
、
Ｉ
Ｆ
）
を
宣
言
し
た
。

１
６
日
午
後
１
時
半
に
大
統
領
宮
で
、
テ
メ
ル
大
統
領
は
Ｉ
Ｆ
を
宣
言
す
る
大
統

領
令
に
署
名
し
た
。
伯
国
憲
法
は
州
政
府
の
自
治
を
保
障
し
て
い
る
が
、
特
例
と

し
て
の
Ｉ
Ｆ
を
認
め
て
お
り
、
今
後
は
上
下
両
院
で
の
承
認
手
続
き
に
入
る
。

議
長
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）

と
エ
ウ
ニ
シ
オ
・
オ
リ
ヴ
ェ

イ
ラ
上
院
議
長
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

も
、
会
談
開
始
か
ら
２
時
間

半
後
に
呼
ば
れ
、
大
統
領
か

ら
Ｉ
Ｆ
の
議
会
承
認
へ
の
協

力
を
要
請
さ
れ
た
。
エ
ウ
ニ

シ
オ
上
院
議
長
は
そ
の
場
で

公
共
保
安
省
の
設
置
も
提
案

し
、
テ
メ
ル
大
統
領
も
そ
れ

を
受
け
入
れ
た
。

　

Ｉ
Ｆ
に
よ
り
、
リ
オ
州
で

は
軍
警
、
市
警
、
消
防
隊
、

な
ら
び
に
刑
務
所
管
理
局
の

指
揮
権
も
陸
軍
に
移
る
。
Ｉ

Ｆ
は
ペ
ゾ
ン
知
事
の
任
期
末

の
本
年
１
２
月
３
１
日
ま
で

有
効
で
、
リ
オ
州
に
平
和
を

取
り
戻
す
と
い
う
目
的
が
達

成
さ
れ
た
ら
終
了
す
る
。

　

実
際
に
職
務
に
当
た
る
の

は
、
伯
国
陸
軍
、
東
方
軍
司

令
官
の
ワ
ル
テ
ル
・
ブ
ラ
ガ

将
軍
だ
。
同
将
軍
は
１
６
年

リ
オ
五
輪
時
の
治
安
維
持
責

任
者
の
一
人
で
、
諜
報
部
に

も
顔
が
効
く
人
選
だ
。
ペ
ゾ

ン
知
事
は
１
６
日
早
朝
に
空

軍
機
で
リ
オ
に
戻
り
、
ロ
ベ

ル
ト
・
サ
ー
州
保
安
局
長
に

　

今
年
の
リ
オ
市
の
カ
ー
ニ

バ
ル
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
の
パ
レ
ー
ド
が
政
治
や
社

会
を
痛
烈
に
批
判
し
た
異
例

の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
既

報
だ
が
、
そ
の
直
後
に
、
連

邦
政
府
に
よ
る
治
安
維
持
の

た
め
の
介
入
が
起
き
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
な
ん
と
も
皮

解
任
を
告
げ
た
。
こ
れ
は
ワ

ル
テ
ル
将
軍
が
同
州
の
保
安

当
局
の
長
と
し
て
の
職
責
を

遂
行
す
る
た
め
の
措
置
だ
。

　

Ｉ
Ｆ
は
リ
オ
州
の
保
安
部

門
に
限
ら
れ
る
た
め
、交
通
、

医
療
、
教
育
な
ど
、
他
部
門

の
責
任
、
指
揮
権
は
ペ
ゾ
ン

知
事
に
留
ま
る
。

　

Ｉ
Ｆ
に
は
上
下
両
院
の
承

認
が
必
要
で
、
上
院
と
下
院

が
個
別
に
採
決
を
行
う
。
承

認
の
た
め
に
は
、
議
員
の
半

数
以
上
が
出
席
し
た
議
会
で

の
投
票
と
、
出
席
議
員
の
過

半
数
の
賛
成
の
賛
成
が
必
要

だ
。
マ
イ
ア
下
院
議
長
は
、

下
院
採
決
は
１
９
日
か
２
０

日
、
上
院
は
２
０
日
か
２
１

日
（
下
院
採
決
か
ら
２
４
時

間
以
内
）
に
な
る
だ
ろ
う
と

の
見
方
を
示
し
た
。

　

Ｉ
Ｆ
発
令
中
は
憲
法
改
正

が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、

憲
法
改
正
案
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
で

保
安
関
連
の
指
揮
権
は
陸
軍
に

て
お
り
、
な
お
さ
ら
、
そ
の

行
方
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。

　

だ
が
、
今
回
の
フ
ッ
キ
の

不
出
馬
宣
言
を
受
け
、
中
道

各
政
党
は
改
め
て
、
候
補
を

し
っ
か
り
固
め
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
っ
た
と
伯
字
紙
は

報
じ
て
い
る
。

　

フ
ッ
キ
を
出
馬
候
補
に
と

食
指
を
伸
ば
し
て
い
た
政
党

と
し
て
は
、
本
命
視
さ
れ
て

い
た
社
会
大
衆
党（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）

や
社
会
民
主
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）

が
挙
げ
ら
れ
、
社
会
運
動
団

体
か
ら
も
出
馬
を
推
す
声
が

出
て
い
た
。
ま
た
、
一
部
で

は
あ
る
が
、
テ
メ
ル
大
統
領

の
民
主
運
動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
の

そ
の
理
由
に
つ
い
て
も
話
し

た
く
な
い
」
と
語
り
、
改
め

て
不
出
馬
の
意
思
を
強
調
し

た
。

　

か
ね
て
か
ら
芸
能
界
き
っ

て
の
政
治
論
客
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
フ
ッ
キ
は
、
そ
の

知
名
度
と
革
新
志
向
か
ら
、

今
回
の
大
統
領
選
で
は
、
中

道
〜
中
道
右
派
の
政
党
に

と
っ
て
魅
力
的
な
候
補
と

映
っ
て
お
り
、
世
論
調
査
の

　

大
統
領
選
へ
の
出
馬
が
噂

さ
れ
て
い
た
Ｔ
Ｖ
グ
ロ
ー
ボ

の
司
会
者
ル
シ
ア
ノ
・
フ
ッ

キ
が
１
５
日
、
前
年
１
１
月

に
引
き
続
き
、
改
め
て
出
馬

し
な
い
こ
と
を
明
言
し
た
。

こ
れ
で
中
道
政
党
が
そ
れ
ぞ

れ
の
候
補
を
し
っ
か
り
と
固

め
る
必
要
が
出
て
き
て
い
る

と
、
１
６
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

　

フ
ッ
キ
は
こ
の
日
、
政
治

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
ア
ン
タ

ゴ
ニ
ス
タ
」の
取
材
に
対
し
、

「
私
は
立
候
補
は
し
な
い
し
、

Ｆ
Ｈ
Ｃ
な
ど
食
指
示
す
も

４
年
間
続
い
た
前
年
割
れ
を
脱
出

中
道
右
派
は
候
補
再
確
認
へ

内
部
で
も
求
め
る
声
が
あ
っ

た
と
い
う
。

　

現
在
、
Ｍ
Ｄ
Ｂ
を
中
心
と

し
た
連
立
政
府
主
体
の
中
道

右
派
政
党
に
よ
る
連
合
は
、

選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
の
政

見
放
送
の
持
ち
時
間
の
豊
富

さ
を
生
か
し
、
彼
ら
を
代
表

す
る
有
力
候
補
を
探
し
て
い

る
最
中
だ
。
だ
が
、
当
初
、

本
名
視
さ
れ
て
い
た
エ
ン
リ

ケ
・
メ
イ
レ
レ
ス
財
相
（
Ｐ

Ｓ
Ｄ
）
の
世
論
調
査
で
の
支

持
率
は
、
わ
ず
か
２
％
と
伸

び
悩
ん
で
い
る
。

　

そ
の
「
中
道
右
派
代
表
」

の
座
を
伺
っ
て
い
る
ロ
ド
リ

ゴ
・
マ
イ
ア
下
院
議
長
を
擁

立
予
定
の
民
主
党
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）

は
、
フ
ッ
キ
の
不
出
馬
宣
言

に
も
「
従
来
通
り
マ
イ
ア
氏

を
推
す
だ
け
」
と
の
態
度
を

示
し
て
い
る
が
、
そ
の
マ
イ

ア
氏
も
世
論
調
査
で
は
１
％

の
支
持
に
過
ぎ
な
い
。

会
見
で
、「
特
別
に
Ｉ
Ｆ
と

い
う
措
置
を
と
る
こ
と
に

な
っ
た
。
政
府
は
犯
罪
組
織

に
対
し
、
断
固
た
る
決
意
で

臨
み
、
必
ず
勝
利
す
る
。
犯

罪
組
織
に
よ
り
、
罪
の
な
い

人
々
、
真
面
目
な
労
働
者
、

警
察
官
、
若
者
、
子
供
が
命

を
落
と
す
こ
と
が
続
く
の
は

許
さ
れ
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

１
５
日
夜
か
ら
１
６
日
未

明
に
か
け
て
大
統
領
宮
で
行

わ
れ
た
、
テ
メ
ル
大
統
領
と

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ペ
ゾ
ン
・

リ
オ
州
知
事
、
高
級
閣
僚
出

席
の
会
談
で
Ｉ
Ｆ
発
令
が
決

定
し
た
。

　

ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下
院

ルシアノ・フッキ
（右、Antonio Cruz/ Agência Brasil）

マイア議長（左）、ペゾン州知事（右）立会いの元、ＩＦ
大統領令に署名するテメル大統領（中央）（Beto Barata/
Presidência da República）

社
会
保
障
改
革
の
進
展
に
影
響
も

大衆車販売

あ
る
社
会
保
障
制
度
改
革
案

の
審
議
の
行
方
に
も
影
響
が

及
ぶ
。

　

政
府
の
方
針
で
は
、
Ｉ
Ｆ

が
効
力
発
揮
と
な
っ
た
後
、

上
下
両
院
で
社
会
保
障
制
度

改
革
案
採
決
の
目
処
が
立
っ

た
時
に
、
個
々
に
Ｉ
Ｆ
の
一

時
停
止
措
置
を
と
り
、
そ
の

間
に
採
決
を
行
う
意
向
だ
。

肉
だ
。
ベ
イ
ジ
ャ
・
フ
ロ
ー

ル
や
ツ
イ
ウ
チ
の
パ
レ
ー
ド

は
リ
オ
市
の
現
在
の
混
乱
を

ま
さ
し
く
表
現
し
て
い
た
と

も
、
あ
の
パ
レ
ー
ド
が
さ
ら

に
治
安
悪
化
を
招
い
た
と
も

解
釈
で
き
る
。
そ
れ
に
し
て

も
リ
オ
市
の
象
徴
と
も
言
え

る
カ
ー
ニ
バ
ル
直
後
に
、
あ

ま
り
に
酷
い
治
安
の
回
復
の

た
め
と
は
い
え
、
州
の
自
治

権
が
奪
わ
れ
る
よ
う
な
決
断

が
行
わ
れ
た
と
い
う
の
は
や

は
り
悲
し
い
も
の
。
世
界
中

の
人
が
早
期
の
治
安
回
復
を

願
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

こ
の
２
月
、
大
聖
市
圏
の

天
気
が
お
か
し
い
。
リ
オ
、

さ
ら
に
聖
州
内
で
さ
え
、
こ

の
と
こ
ろ
水
害
が
報
じ
ら
れ

て
い
る
の
に
、
大
聖
市
圏
で

は
な
ぜ
か
、
霧
雨
が
降
る
だ

け
。
１
６
日
朝
ま
で
の
６
大

水
系
の
月
間
の
降
水
量
は
、

リ
オ
・
ク
ラ
ー
ロ
だ
け
は

１
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
大
雨

が
降
っ
て
い
る
も
の
の
、
他

は
カ
ン
タ
レ
イ
ラ
が
２
５
ミ

リ
、
グ
ア
ラ
ピ
ラ
ン
ガ
が
９

ミ
リ
な
ど
、
異
常
に
低
い
降

水
量
が
続
い
て
い
る
。
し
か

も
、
猛
暑
で
な
く
、
冷
夏
の

状
態
で
そ
れ
が
起
き
て
い
る

の
だ
。
気
象
関
係
者
の
説
明

を
聞
き
た
い
と
こ
ろ
だ
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

カ
ー
ニ
バ
ル
も
終
わ
り
、

そ
ろ
そ
ろ
世
間
の
話
題
も

サ
ッ
カ
ー
に
移
る
頃
。
今
週

末
は
聖
州
選
手
権
の
第
８
節

が
行
わ
れ
る
が
、
注
目
カ
ー

ド
は
、
１
８
日
に
モ
ル
ン

ビ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ

る
サ
ン
パ
ウ
ロ
Ｆ
Ｃ
対
サ
ン

ト
ス
Ｆ
Ｃ
か
。
両
チ
ー
ム
共

に
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
の
首
位

だ
が
、
ま
だ
２
位
以
下
に
圧

倒
的
な
差
を
つ
け
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
た
め
、
お
互
い

に
勝
っ
て
勢
い
を
つ
け
た
い

と
こ
ろ
だ
。

　

南
大
河
州
連
邦
裁
判
所
は

１
５
日
、
聖
市
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
、
コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス

と
、
建
設
大
手
の
オ
デ
ブ
レ

ヒ
ト
（
Ｏ
）
社
、
連
邦
貯
蓄

銀
行
（
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
）
元
頭

取
の
ジ
ョ
ル
ジ
・
エ
レ
ダ
氏
、

ス
タ
ジ
ア
ム
運
営
会
社
の
ア

レ
ー
ナ・イ
タ
ケ
ー
ラ（
Ａ
Ｉ
）

の
４
者
に
対
し
、
コ
リ
ン
チ
ャ

ン
ス
の
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
、

ア
レ
ー
ナ
・
コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
（
Ａ
Ｃ
）
建
設
に
関
わ
る
負

債
４
億
レ
ア
ル
を
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ

ａ
に
返
却
す
べ
し
と
の
判
決

を
下
し
た
。
１
６
日
付
伯
字

各
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｃ
は
、
２
０
１
４
年
Ｗ

杯
の
た
め
、
聖
市
東
部
イ
タ

ケ
ー
ラ
区
に
建
て
ら
れ
た
。

　

社
会
経
済
開
発
銀
行
（
Ｂ

Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
は
２
０
０
９
年

に
、
Ｗ
杯
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備

（
新
築
、
改
装
を
含
む
）
向

け
に
４
８
億
レ
の
融
資
を
決

定
。
Ａ
Ｃ
以
外
の
１
１
競
技

場
の
融
資
は
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行

を
通
じ
て
行
わ
れ
る
事
が
決

ま
っ
た
が
、
Ａ
Ｃ
建
設
費
の

融
資
は
担
保
が
保
証
さ
れ
ず

に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ

が
、
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
が
そ
の
後

融
資
を
引
き
受
け
た
。
南
大

河
州
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ベ
イ

リ
ズ
弁
護
士
は
、
Ａ
Ｃ
建
設

の
資
金
融
資
は
政
治
的
思
惑

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
違
法
だ
と
し
て
、
無
効

を
求
め
て
訴
え
て
い
た
。

　

マ
リ
ア
・
ク
レ
イ
ン
判
事

は
、「
Ａ
Ｃ
建
設
費
を
引
き

出
す
た
め
だ
け
に
設
立
さ
れ

た
、
資
本
金
１
千
レ
ア
ル
の

民
間
企
業
Ａ
Ｉ
に
、
公
金
を

基
に
し
た
巨
額
の
融
資
が
行

わ
れ
、
１
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

だ
け
で
な
く
、
入
札
も
な
し

に
建
設
を
請
け
負
っ
た
建
設

会
社
を
利
し
た
」
と
判
決
文

に
記
し
た
。
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
が

行
っ
た
融
資
は
、
利
子
も
含

め
る
と
、
既
に
１
０
億
レ
に

膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。

　
コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
と
Ｏ
社
は

判
決
後
、「
Ａ
Ｃ
建
設
費
融

資
の
手
続
き
は
全
て
合
法
的

に
行
わ
れ
た
」
と
書
面
で
発

表
し
、
控
訴
の
意
思
を
示
し

て
い
る
。

　

景
気
の
回
復
に
従
い
、
自

動
車
業
界
の
雇
用
情
勢
は
昨

年
半
ば
頃
か
ら
戻
り
始
め
た

が
、
そ
れ
を
反
映
す
る
よ
う

に
、
１
７
年
の
大
衆
車
の
販

売
数
が
前
年
比
で
３
・
１
％

伸
び
た
と
、
１
４
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　
こ
こ
数
年
間
の
新
車
販
売

は
、
経
済
危
機
の
影
響
が
比

較
的
少
な
か
っ
た
裕
福
な
層

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
事
は
、
Ｇ
ｏ
ｌ
、
Ｋ
ａ

と
い
っ
た
エ
ン
ト
ラ
ー
ダ
と
呼

ば
れ
る
車
や
、
Ｏ
ｎ
ｉ
ｘ
や

Ａ
ｒ
ｇ
ｏ
の
よ
う
な
小
型
の

ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク
車
の
個
人
へ
の

販
売
数
が
１
３
年
か
ら
４
年

間
、
前
年
割
れ
を
起
こ
し
て

い
た
事
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

し
か
も
、
１
５
、１
６
の
両

年
は
前
年
比
で
２
５
％
以
上

減
少
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、

庶
民
は
大
衆
車
に
も
手
が
出

せ
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
っ
て

も
よ
い
。

　

だ
が
、
１
７
年
後
半
は
個

人
へ
の
大
衆
車
販
売
数
が
回

復
し
始
め
、
年
間
を
通
じ
た

総
数
（
５
６
万
４
千
台
）
で

も
、
前
年
比
３
・
１
％
増
を

記
録
し
た
。
こ
の
結
果
は
前

年
実
績
が
落
ち
込
ん
だ
後

の
微
増
で
あ
り
、
昨
年
の
乗

用
車
販
売
数
の
２
２
％
を

占
め
、
年
間
販
売
額
で
は

３
６
％
伸
び
た
Ｓ
Ｕ
Ｖ
と
呼

ば
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の

車
や
、
高
級
車
を
含
む
乗
用

車
全
体
の
伸
び
（
９
・
２
％
）

に
比
べ
れ
ば
、
ず
っ
と
控
え
め

だ
。

　

だ
が
、
大
衆
車
の
販
売
数

増
加
は
、
経
済
危
機
で
最
も

影
響
を
受
け
て
い
た
層
の
雇

用
が
回
復
し
て
来
た
事
と
、

経
済
基
本
金
利
（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ

ｃ
）
引
き
下
げ
と
銀
行
の
融

資
枠
拡
大
に
よ
り
、
低
金
利

で
ロ
ー
ン
が
組
め
る
よ
う
に

な
っ
た
事
を
受
け
た
も
の
と

考
え
れ
ば
、
景
気
回
復
が
、

緩
や
か
な
が
ら
、
庶
民
レ
ベ

ル
に
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
証
拠
と
い
え
る
。

　

１
７
年
に
入
っ
て
か
ら
の

景
気
回
復
は
、
小
売
業
の
売

上
増
加
や
雇
用
回
復
と
い
っ

た
形
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
１
６
日
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で

は
、
景
気
の
悪
化
で
、
バ
タ
ー

よ
り
マ
ー
ガ
リ
ン
の
よ
う
に
、

よ
り
廉
価
な
品
や
銘
柄
を
探

し
た
り
、
一
部
の
商
品
の
購

入
を
停
止
し
た
り
し
て
い
た

消
費
者
が
、
以
前
の
商
品
や

銘
柄
を
買
い
始
め
た
と
の
情

報
も
流
し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
弁
護
士
会
（
Ｏ

Ａ
Ｂ
）
が
、
逮
捕
直
後
に
出

産
を
し
た
女
性
に
対
し
て
人

身
保
護
令
の
適
用
を
求
め
て

い
る
。
１
６
日
付
伯
字
サ
イ

ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

ジ
ェ
シ
カ
・
モ
ン
テ
イ
ロ

容
疑
者
は
１
０
日
、
聖
市
内

で
麻
薬
密
売
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
た
が
、
翌
１
１
日
に
産
気

づ
き
、
東
部
モ
オ
カ
の
病
院

で
出
産
し
た
。

　

だ
が
、
直
前
の
諮
問
で

逮
捕
拘
束
継
続
が
決
ま
り
、

１
３
日
の
退
院
後
、
一
旦
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
と
共
に
警
察
署
の
房
に
戻

さ
れ
た
。
し
か
し
、１
４
日
、

よ
り
適
切
な
場
所
と
い
う
意

味
で
、
新
生
児
を
抱
え
る
女

性
用
の
房
が
あ
る　

北
部
サ

ン
タ
ー
ナ
の
女
性
専
用
刑
務

所
に
母
子
共
に
移
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
こ
の
事
態
を
問
題

視
し
た
Ｏ
Ａ
Ｂ
は
１
６
日
、

裁
判
所
に
対
し
、
ジ
ェ
シ
カ

容
疑
者
に
人
身
保
護
令
を
適

用
す
る
よ
う
に
求
め
た
。

　

Ｏ
Ａ
Ｂ
は
、
刑
法
３
１
８

条
が
定
め
る
「
６
歳
以
下
の

子
ど
も
を
持
つ
場
合
、
養
育

の
必
要
性
か
ら
自
宅
軟
禁
が

認
め
ら
れ
る
」
こ
と
、
女
性

被
拘
禁
者
の
処
遇
な
ど
を
定

め
、
国
連
が
認
め
た
バ
ン
コ

ク
・
ル
ー
ル
ズ
が
「
親
族

な
ど
が
代
わ
り
に
養
育
で
き

な
い
場
合
、
自
宅
軟
禁
で
子

供
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
を

あ
げ
て
訴
え
を
起
こ
し
た
。

　

現
在
、
聖
州
に
は
、
妊
娠

中
、
あ
る
い
は
出
産
を
終
え

た
ば
か
り
の
女
性
で
刑
務

所
に
入
っ
て
い
る
女
性
が

２
３
５
人
い
る
と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

2月16日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.2106  R$
買　3.2094  R$

円相場
売　0.0303  R$
買　0.0303  R$

リオ州への直接統治発令
　

テ
メ
ル
大
統
領
（
民
主
運
動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
は
署
名
後
の

Ｏ
社
ら
と
共
に
４
億
レ
返
却
命
令

競
技
場
の
建
設
費
融
資
は
違
法

景
気
回
復
が
庶
民
レ
ベ
ル
に

連邦
政府

ルシアノ・フッキ
「
大
統
領
選
に
は
不
出
馬
」

（２）２０１８年 第４９３８号 ２月 １７日 （土曜日）

コリンチャンス

逮
捕
中
誕
生
の
赤
ち
ゃ
ん
刑
務
所
へ

母
親
へ
人
身
保
護
令
適
用
か

聖 市

建設中のアレーナ・コリンチャンス
の様子（Danilo Borges e Gabriel Fialho/
Portal da Copa/ME、15/04/2014）



　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
聞き

い
て
、
我わ

れ

々わ
れ

が
す
ぐ
思お

も

い
浮う

か
べ
る
の

は
、
ゴ
ン
ド
ラ
と
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商

し
ょ
う

人に
ん

」
と

い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。偶ぐ

う

然ぜ
ん

に
も
、こ
の
二ふ

た

つ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
の
栄え

い

光こ
う

の
歴れ

き

史し

を
見み

事ご
と

に
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うし
て
い
る
。

　

西せ
い

暦れ
き

４
５
２
年ね

ん

、
ロ
ー
マ
帝て

い

国こ
く

末ま
っ

期き

。
イ
タ
リ
ア
の
北ほ

く

東と
う

、

ベ
ネ
ト
地ち

方ほ
う

に
住す

む
人ひ

と

々び
と

は
、
押お

し
寄よ

せ
る
フ
ン
族ぞ

く

か
ら
逃の

が

れ

る
た
め
に
、
ポ
ー
川が

わ

と
ピ
ア
ベ
川が

わ

が
ア
ド
リ
ア
海か

い

に
注そ

そ

ぐ
河か

口こ
う

の
、
葦あ

し

が
一い

ち

面め
ん

に
茂し

げ

っ
て
い
る
だ
け
の
潟か

た

に
移う

つ

り
住す

ん
だ
。
彼か

れ

ら
の
新し

ん

天て
ん

地ち

に
は
、
魚さ

か
なの
ほ
か
に
は
、
何な

に

一ひ
とつ
な
く
、
住

じ
ゅ
う

居き
ょ

を

作つ
く

る
木も

く

材ざ
い

や
石せ

き

材ざ
い

す
ら
持も

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

沼ぬ
ま

地ち

の
浅あ

さ

い
部ぶ

分ぶ
ん

に
２
メ
ー
ト
ル
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

杭く
い

を
大た

い

量り
ょ
うに
打う

ち
込こ

み
、
そ
の
上う

え

に
石せ

き

材ざ
い

を
積つ

み
重か

さ

ね
て
地じ

盤ば
ん

を
作つ

く

る
。さ
ら
に
そ
の
上う

え

に
住

じ
ゅ
う

居き
ょ

や
広ひ

ろ

場ば

や
道ど

う

路ろ

を
つ
く
る
。

沼ぬ
ま

地ち

の
深ふ

か

い
部ぶ

分ぶ
ん

は
さ
ら
に
掘ほ

り
下さ

げ
て
、河か

口こ
う

の
水み

ず

を
流な

が

し
、

船ふ
ね

が
行ゆ

き
交か

い
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ゴ
ン
ド
ラ
が
通と

お

る
運う

ん

河が

と
は
、
陸り

く

地ち

を
掘ほ

っ
て
河か

わ

に
し
た
の
で
は
な
く
、
逆ぎ

ゃ
くに
海う

み

を
埋う

め
立た

て
て
残の

こ
っ
た
部ぶ

分ぶ
ん

な
の
で
あ
る
。

　

本ほ
ん

土ど

側が
わ

か
ら
列れ

っ

車し
ゃ

で
長な

が

い
鉄て

っ

橋き
ょ
うを
渡わ

た
っ
て
い
く
と
、
海う

み

の
上う

え

に
直

ち
ょ
く

接せ
つ

浮う

か
ぶ
よ
う
に
、
多お

お

く
の
家い

え

々い
え

や
教

き
ょ
う

会か
い

が
並な

ら

ぶ
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
町ま

ち

並な

み
が
見み

え
る
。
千せ

ん

五ご

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うも
の
昔む

か
し
か
ら
、

何な
ん

世せ
い

紀き

に
も
わ
た
っ
て
、
人ひ

と

々び
と

が
力ち

か
ら
を
合あ

わ
せ
て
、
海う

み

の
上う

え

に

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

　
　

   
～
海う

み

の
共き

ょ
う

同ど
う

体た
い

～

1999年
ねん

9月
がつ

11日
にち

版
ばん

こ
れ
だ
け
の
街ま

ち

並な

み
を
築き

ず

い
て
き
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ゴ
ン

ド
ラ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
偉い

大だ
い

な
努ど

力り
ょ
くの
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うな
の
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商

し
ょ
う

人に
ん

」
は
、
人じ

ん

口こ
う

わ
ず
か

十じ
ゅ
う

万ま
ん

人に
ん

程て
い

度ど

の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
地ち

中ち
ゅ
う

海か
い

貿ぼ
う

易え
き

の
三さ

ん

分ぶ
ん

の
二に

か
ら
、
四よ

ん

分ぶ
ん

の
三さ

ん

を
独ど

く

占せ
ん

し
て
い
た
こ
と
を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うす
る
。

　

１
０
世せ

い

紀き

頃こ
ろ

の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
主し

ゅ

要よ
う

な
輸ゆ

出し
ゅ
つ

品ひ
ん

は
、
木も

く

材ざ
い

と
東と

う

欧お
う

か
ら
の
奴ど

隷れ
い

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
エ
ジ
プ
ト
の
ア

レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
イ
ス
ラ
ム
商

し
ょ
う

人に
ん

に
売う

り
、
金き

ん

銀ぎ
ん

で
支し

払は
ら

い

を
受う

け
る
。
そ
の
金き

ん

銀ぎ
ん

を
持も

っ
て
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝て

い

国こ
く

の
首し

ゅ

都と

コ

ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
で
香こ

う

辛し
ん

料り
ょ
うや
布ぬ

の

地じ

、
金き

ん

銀ぎ
ん

の
細さ

い

工く

品ひ
ん

、

宝ほ
う

石せ
き

類る
い

な
ど
の
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
買か

い
込こ

み
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
戻も

ど

る
。

　

途と

中ち
ゅ
うの
寄き

港こ
う

地ち

、
ア
ド
リ
ア
海か

い

沿え
ん

岸が
ん

、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半は

ん

島と
う

、
ク
レ
タ
島と

う

、
キ
プ
ロ
ス
島と

う

な
ど
に
は
、
植

し
ょ
く

民み
ん

都と

市し

を
作つ

く

り
、
商

し
ょ
う

船せ
ん

隊た
い

の
保ほ

護ご

を
行

お
こ
な
っ
た
。
と
く
に
ア
ド
リ
ア
海か

い

で
は
、

ス
ラ
ブ
や
サ
ラ
セ
ン
の
海か

い

賊ぞ
く

を
取と

り
締し

ま
る
警け

い

察さ
つ

の
役や

く

割わ
り

を
果は

た
し
、
そ
の
代だ

い

償し
ょ
うと
し
て
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝て

い

国こ
く

内な
い

で
の
自じ

由ゆ
う

な
商

し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

活か
つ

動ど
う

を
認み

と

め
ら
れ
た
。
帝て

い

国こ
く

の
首し

ゅ

都と

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー

プ
ル
に
は
専せ

ん

用よ
う

の
居き

ょ

住じ
ゅ
う

区く

を
設も

う

け
、
約や

く

一い
ち

万ま
ん

人に
ん

も
の
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
人じ

ん

が
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
諸し

ょ

民み
ん

族ぞ
く

の
入い

り
混ま

じ
る
東

ひ
が
し

地ち

中ち
ゅ
う

海か
い

で
交こ

う

易え
き

を
維い

持じ

す
る
た
め
に
は
、
他た

国こ
く

と
の
絶た

え
ざ
る
争あ

ら
そい
を
続つ

づ

け
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
１
２
０
４
年ね

ん

、
第だ

い

４
次じ

十じ
ゅ
う

字じ

軍ぐ
ん

の
中

ち
ゅ
う

核か
く

と

し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
を
征せ

い

服ふ
く

し
、
東

ひ
が
し

地ち

中ち
ゅ
う

海か
い

の

覇は

者し
ゃ

と
な
る
と
、
１
２
５
８
年ね

ん

か
ら
約や

く

１
２
０
年ね

ん

間か
ん

、
ラ
イ

バ
ル
の
都と

市し

国こ
っ

家か

ジ
ェ
ノ
バ
と
の
四よ

ん

度ど

に
わ
た
る
戦た

た
かい
を
続つ

づ

け
、

さ
ら
に
１
４
７
０
年ね

ん

か
ら
は
、実じ

つ

に
２
５
０
年ね

ん

間か
ん

に
わ
た
っ
て
、

宿し
ゅ
く

敵て
き

ト
ル
コ
と
７
度ど

も
の
死し

闘と
う

を
戦た

た
かい
抜ぬ

い
た
。

　

当と
う

時じ

の
ト
ル
コ
は
人じ

ん

口こ
う

１
，
６
０
０
万ま

ん

の
大た

い

国こ
く

で
あ
る
。

北き
た

イ
タ
リ
ア
に
広ひ

ろ

が
っ
て
い
た
属ぞ

く

領り
ょ
うを
含ふ

く

め
て
も
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

は
１
４
５
万ま

ん

、
実じ

つ

に
１
０
倍ば

い

以い

上じ
ょ
うの
大た

い

敵て
き

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
激は

げ

し
く
戦た

た
かい
続つ

づ

け
な
が
ら
、
６
９
７
年ね

ん

の
初し

ょ

代だ
い

元げ
ん

首し
ゅ

就し
ゅ
う

任に
ん

か
ら
、
１
７
９
７
年ね

ん

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
り
征せ

い

服ふ
く

さ

れ
る
ま
で
、
実じ

つ

に
１
１
０
０
年ね

ん

間か
ん

、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
独ど

く

立り
つ

を

維い

持じ

し
た
の
で
あ
る
。

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

ぶ
り
は
、
他た

の
都と

市し

国こ
っ

家か

と
比ひ

較か
く

す
る
と
ひ
と
き
わ
顕け

ん

著ち
ょ

で
あ
る
。
ラ
イ
バ
ル
の
ジ
ェ
ノ
バ
は

１
３
８
０
年ね

ん

の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
の
戦た

た
かい
を
最さ

い

後ご

に
、
独ど

く

立り
つ

し

た
海か

い

洋よ
う

都と

市し

国こ
っ

家か

と
し
て
の
勢い

き
おい
を
失う

し
ない
、
短み

じ
かい
期き

間か
ん

を
除の

ぞ

い
て
、
フ
ラ
ン
ス
王お

う

や
ミ
ラ
ノ
公こ

う

、
ス
ペ
イ
ン
王お

う

の
支し

配は
い

下か

に

入は
い
っ
た
。

　
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
、
ジ
ェ
ノ
バ
人じ

ん

ら
し
い
天て

ん

才さ
い

的て
き

な
船ふ

な

乗の

り
で

あ
っ
た
が
、
彼か

れ

が
ス
ペ
イ
ン
王お

う

の
援え

ん

助じ
ょ

の
も
と
で
、
１
４
９
２

年ね
ん

に
ア
メ
リ
カ
大た

い

陸り
く

を
発は

っ

見け
ん

し
た
と
き
に
は
、
す
で
に
彼か

れ

の
祖そ

国こ
く

は
フ
ラ
ン
ス
王お

う

の
支し

配は
い

下か

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
都と

市し

国こ
っ

家か

、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

は
、レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ビ
ン
チ
、ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
な
ど
の
偉い

大だ
い

な
芸げ

い

術じ
ゅ
つ

家か

を
生う

み
出だ

し
た
が
、

内な
い

紛ふ
ん

と
外が

い

国こ
く

勢せ
い

力り
ょ
くの
干か

ん

渉し
ょ
うに
よ
り
、
１
５
３
０
年ね

ん

に
滅め

つ

亡ぼ
う

し

た
。

　

ジ
ェ
ノ
バ
が
栄さ

か

え
た
の
は
、
１
１
世せ

い

紀き

中な
か

ご
ろ
か
ら
、
１
４

世せ
い

紀き

末す
え

ま
で
の
３
百

び
ゃ
く

数す
う

十じ
ゅ
う

年ね
ん

間か
ん

。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
、
１
１
世せ

い

紀き

後こ
う

半は
ん

か
ら
１
６
世せ

い

紀き

初し
ょ

頭と
う

の
４
百

ひ
ゃ
く

年ね
ん

強き
ょ
うで
あ
る
。
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
は
１
１
０
０
年ね

ん

間か
ん

と
断だ

ん

然ぜ
ん

た
る
違ち

が

い
を
示し

め

し
て
い
る
。

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
史し

の
権け

ん

威い

ジ
ョ
ン
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大だ

い

学が
く

の
レ
イ

ン
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

は
語か

た

る
。

　
長

ち
ょ
う

期き

に
わ
た
っ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
ジ
ェ
ノ
バ
の
対た

い

立り
つ

の
末す

え

の

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
勝

し
ょ
う

利り

は
、
海か

い

軍ぐ
ん

の
力ち

か
らと
か
海か

い

戦せ
ん

の
技ぎ

術じ
ゅ
つと
か

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
１
２
７
０
年ね

ん

以い

後ご

、
こ
の
面め

ん

で
の
優ゆ

う

位い

を
も
は
や
持も

ち
合あ

わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。

　
勝

し
ょ
う

利り

を
決け

っ

し
た
要よ

う

因い
ん

は
、
別べ

つ

の
方ほ

う

面め
ん

で
の
両

り
ょ
う

国こ
っ

家か

の
能の

う

力
り
ょ
く

の
差さ

に
あ
る
。
つ
ま
り
、
社し

ゃ

会か
い

を
組そ

織し
き

す
る
能の

う

力り
ょ
くで
あ
る
。
こ

の
能の

う

力り
ょ
くで
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人じ

ん

と
ジ
ェ
ノ
バ
人じ

ん

の
間あ

い
だに
は
、
非ひ

常じ
ょ
うな
差さ

が
存そ

ん

在ざ
い

し
た
。［
１
，
ｐ
３
３
７
］

　
こ
の
結け

つ

論ろ
ん

は
、
ジ
ェ
ノ
バ
と
の
戦た

た
かい
だ
け
で
は
な
く
、
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
が
な
ぜ
こ
れ
だ
け
の
長

ち
ょ
う

期き

間か
ん

繁は
ん

栄え
い

を
続つ

づ

け
た
か
に
つ
い

て
の
ヒ
ン
ト
も
与あ

た

え
て
い
る
。

　
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
や
ジ
ェ
ノ
バ
は
内な

い

部ぶ

で
の
権け

ん

力り
ょ
く

闘と
う

争そ
う

が
絶た

え

ず
、
そ
の
た
め
に
外そ

と

に
向む

か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
相そ

う

殺さ
い

さ
れ
た
の

だ
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
そ
の
１
０
０
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うの
歴れ

き

史し

で
反は

ん

政せ
い

府ふ

陰い
ん

謀ぼ
う

が
起お

き
た
の
は
た
っ
た
二に

回か
い

し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ

以い

外が
い

は
常つ

ね

に
国こ

っ

家か

が
団だ

ん

結け
つ

し
て
外が

い

敵て
き

に
当あ

た
っ
た
。
レ
イ
ン
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

の
言い

う
「
社し

ゃ

会か
い

を
組そ

織し
き

す
る
能の

う

力り
ょ
く」
と
は
、
こ
の
事じ

実じ
つ

か

１
．
海う

み

の
上う

え

の
街ま

ち

づ
く
り

ら
も
、
明あ

き

ら
か
に
窺う

か
がわ
れ
る
。

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
政せ

い

治じ

組そ

織し
き

は
、
君く

ん

主し
ゅ

制せ
い

と
貴き

族ぞ
く

制せ
い

、
そ
し

て
共

き
ょ
う

和わ

制せ
い

の
そ
れ
ぞ
れ
の
良よ

さ
を
巧た

く

み
に
組く

み
合あ

わ
せ
た
独ど

く

特と
く

の
も
の
で
あ
っ
た
。
国こ

っ

家か

の
最さ

い

高こ
う

意い

思し

決け
っ

定て
い

機き

関か
ん

は
１
０
０
０

人に
ん

か
ら
１
５
０
０
人に

ん

の
貴き

族ぞ
く

か
ら
な
る
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

国こ
っ

会か
い

で
あ
る
。

こ
の
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

国こ
っ

会か
い

か
ら
、
終

し
ゅ
う

身し
ん

の
元げ

ん

首し
ゅ

が
選え

ら

ば
れ
る
。
そ
の

ほ
か
に
外が

い

政せ
い

を
担た

ん

当と
う

す
る
元げ

ん

老ろ
う

院い
ん

、
財ざ

い

政せ
い

を
担た

ん

当と
う

す
る
４
０

人に
ん

委い

員い
ん

会か
い

、
国こ

っ

家か

の
非ひ

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

や
重

じ
ゅ
う

大だ
い

裁さ
い

判ば
ん

を
担た

ん

当と
う

す
る

１
０
人に

ん

委い

員い
ん

会か
い

な
ど
が
、
複ふ

く

雑ざ
つ

な
チ
ェッ
ク
ア
ン
ド
バ
ラ
ン
ス

を
構こ

う

成せ
い

し
て
い
た
。

　

貴き

族ぞ
く

と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
特と

っ

権け
ん

は
国こ

く

政せ
い

に
参さ

ん

加か

で
き
る
と

い
う
点て

ん

だ
け
で
、
課か

税ぜ
い

に
お
い
て
も
、
法ほ

う

の
適て

き

用よ
う

に
お
い
て
も
、

一い
っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

と
の
差さ

は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
公こ

う

職し
ょ
くに
つ

い
て
も
無む

給き
ゅ
うで
あ
り
、
な
お
か
つ
、
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
理り

由ゆ
う

な
し
に
議ぎ

会か
い

な
ど
を
欠け

っ

席せ
き

す
る
と
、
高こ

う

額が
く

の
罰ば

っ

金き
ん

を
取と

ら
れ
た
。
政せ

い

治じ

を

担た
ん

当と
う

す
る
権け

ん

利り

を
持も

つ
者も

の

は
、
そ
れ
に
応お

う

じ
た
義ぎ

務む

を
持も

つ
べ

き
と
考か

ん
が
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

貴き

族ぞ
く

の
中な

か

に
は
、
国こ

っ

家か

の
た
め
に
は
、
自み

ず
か
ら
の
地ち

位い

や
名め

い

誉よ

も
省か

え
り
み
な
い
人じ

ん

物ぶ
つ

に
も
事こ

と

欠か

か
な
か
っ
た
。
ラ
ニ
エ
リ
・
ダ

ン
ド
ロ
は
、
第だ

い

４
次じ

十じ
ゅ
う

字じ

軍ぐ
ん

の
時と

き

に
元げ

ん

首し
ゅ

と
し
て
、
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
大だ

い

発は
っ

展て
ん

を
も
た
ら
し
た
英え

い

雄ゆ
う

、
エ
ン
リ
コ
・
ダ
ン
ド

ロ
の
息む

す

子こ

で
あ
る
。彼か

れ

を
次じ

期き

元げ
ん

首し
ゅ

に
推お

す
動う

ご

き
が
強つ

よ

か
っ
た
。

し
か
し
、
ラ
ニ
エ
リ
は
、
一い

っ

家か

か
ら
２
代だ

い

続つ
づ

け
て
元げ

ん

首し
ゅ

を
出だ

し

て
は
、
国こ

く

内な
い

の
和わ

を
破や

ぶ

る
恐お

そ

れ
が
あ
る
と
し
て
、
他た

の
人じ

ん

物ぶ
つ

を

推お

し
、
自じ

分ぶ
ん

は
ク
レ
タ
島と

う

制せ
い

圧あ
つ

の
艦か

ん

隊た
い

司し

令れ
い

官か
ん

と
し
て
出

し
ゅ
つ

陣じ
ん

し
て
、
そ
の
地ち

で
戦せ

ん

死し

し
て
い
る
。

　

ひ
と
た
び
戦せ

ん

争そ
う

に
な
る
と
、
貴き

族ぞ
く

や
金か

ね

持も

ち
階か

い

級き
ゅ
うの
資し

産さ
ん

に
応お

う

じ
て
、
特と

く

別べ
つ

課か

税ぜ
い

や
国こ

く

債さ
い

の
強

き
ょ
う

制せ
い

割わ

り
当あ

て
で
戦せ

ん

費ぴ

を

調ち
ょ
う

達た
つ

し
た
。そ
れ
で
も
足た

り
な
い
と
寄き

付ふ

を
募つ

の

る
。た
と
え
ば
、

一い
ち

族ぞ
く

郎ろ
う

党と
う

を
率ひ

き

い
て
、
戦た

た
かい
の
終お

わ
る
ま
で
軍ぐ

ん

務む

に
つ
き
、
そ

の
費ひ

用よ
う

は
す
べ
て
自じ

弁べ
ん

と
す
る
、
な
ど
と
申も

う

し
出で

る
金か

ね

持も

ち
が

で
る
。
一い

っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

も
、
戦せ

ん

争そ
う

終し
ゅ
う

了り
ょ
うま
で
無む

給き
ゅ
うで
国こ

っ

家か

に
奉ほ

う

仕し

す
る
と
申も

う

し
出で

た
り
、
女お

ん
な
た
ち
は
金き

ん

銀ぎ
ん

の
装そ

う

飾し
ょ
く

品ひ
ん

を
供

き
ょ
う

出し
ゅ
つし

た
り
し
た
。

　

ジ
ェ
ノ
バ
に
港み

な
と
を
封ふ

う

鎖さ

さ
れ
て
、
兵

ひ
ょ
う

糧ろ
う

攻ぜ

め
に
あ
っ
た
時と

き

に

は
、
元げ

ん

首し
ゅ

は
、
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

不ぶ

足そ
く

を
訴う

っ
た
え
た
人ひ

と

々び
と

に
向む

か
っ
て
こ
う

言い

っ
た
。

　
貴き

族ぞ
く

の
家い

え

に
行い

き
な
さ
い
。
彼か

れ

ら
は
一ひ

と
つ
し
か
な
い
パ
ン
で

も
二ふ

た

つ
に
割わ

っ
て
与あ

た

え
る
で
あ
ろ
う
。

　

戦せ
ん

争そ
う

で
犠ぎ

牲せ
い

に
な
っ
た
国こ

く

民み
ん

に
は
手て

厚あ
つ

い
保ほ

護ご

が
な
さ
れ

た
。
命い

の
ち
を
落お

と
し
た
兵へ

い

士し

ら
の
遺い

族ぞ
く

に
は
、
年ね

ん

金き
ん

が
支し

払は
ら

わ

れ
る
。
ま
た
戦せ

ん

功こ
う

を
あ
げ
て
戦せ

ん

死し

し
た
船せ

ん

長ち
ょ
うに
報む

く

い
る
た
め

に
、
そ
の
残の

こ

さ
れ
た
娘む

す
めた
ち
に
嫁よ

め

入い

り
の
際さ

い

の
持じ

参さ
ん

金き
ん

が
国く

に

か

ら
支し

出し
ゅ
つさ
れ
た
例れ

い

も
あ
る
。
捕ほ

虜り
ょ

に
さ
れ
て
ト
ル
コ
人じ

ん

に
奴ど

隷れ
い

と
し
て
売う

ら
れ
た
者も

の

は
、
国こ

く

費ひ

で
そ
の
身み

を
買か

い
戻も

ど

し
た
。
こ

れ
ら
の
費ひ

用よ
う

は
、
戦せ

ん

費ぴ

と
同ど

う

様よ
う

、
有ゆ

う

産さ
ん

階か
い

級き
ゅ
うへ
の
課か

税ぜ
い

で
ま
か

な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商し

ょ
う

人に
ん

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
ト
ル
コ
の
よ
う
な
人じ

ん

口こ
う

１
０
倍ば

い

も
の
大た

い

国こ
く

に
２
５
０
年ね

ん

間か
ん

も
戦た

た
かい
抜ぬ

け
た
の
も
、
こ
の
よ
う
に
貴き

族ぞ
く

・
富ふ

裕ゆ
う

階か
い

級き
ゅ
うが
率そ

っ

先せ
ん

し
て
そ
の
負ふ

担た
ん

に
耐た

え
、
さ
ら
に
国こ

っ

家か

の
た
め

に
命い

の
ち
を
捧さ

さ

げ
た
兵へ

い

士し

の
遺い

族ぞ
く

に
は
、
手て

厚あ
つ

い
保ほ

護ご

を
加く

わ

え
る

こ
と
で
、
国こ

く

民み
ん

が
内な

い

的て
き

な
平

び
ょ
う

等ど
う

感か
ん

と
同ど

う

胞ほ
う

感か
ん

を
持も

ち
、
一い

っ

致ち

団だ
ん

結け
つ

し
て
、
外が

い

敵て
き

に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
一い

っ

致ち

団だ
ん

結け
つ

し
て
、
自み

ず
か
ら
の
意い

思し

で
祖そ

国こ
く

の
た
め
に

立た

ち
上あ

が
っ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
国こ

く

民み
ん

は
、
王お

う

の
命め

い

令れ
い

で
無む

理り

や
り
徴

ち
ょ
う

集し
ゅ
うさ
れ
、
使つ

か

い
捨す

て
に
さ
れ
る
ト
ル
コ
兵へ

い

と
は
、
戦せ

ん

闘と
う

意い

欲よ
く

に
お
い
て
大お

お

き
な
差さ

が
あ
っ
た
ろ
う
。

　

国こ
っ

家か

と
し
て
良よ

く
ま
と
ま
り
な
が
ら
も
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人じ

ん

は
、
自じ

由ゆ
う

の
尊と

う
と
さ
を
わ
き
ま
え
て
い
た
。
航こ

う

路ろ

の
防ぼ

う

衛え
い

、
国こ

く

有ゆ
う

船せ
ん

の
運う

ん

航こ
う

な
ど
は
、
国こ

っ

家か

と
し
て
取と

り
組く

ん
だ
が
、
商

し
ょ
う

品ひ
ん

の
売う

り
買か

い
は
個こ

こ々

の
商

し
ょ
う

人に
ん

に
任ま

か

せ
た
。

　

国こ
く

有ゆ
う

船せ
ん

に
は
、
誰だ

れ

で
も
輸ゆ

送そ
う

料り
ょ
うを
払は

ら

え
ば
、
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
積つ

み

込こ

め
る
。
特と

く

に
船ふ

な

乗の

り
に
は
、
自じ

分ぶ
ん

の
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
積つ

み
込こ

む
権け

ん

利り

を
認み

と

め
て
い
た
。
こ
の
制せ

い

度ど

に
よ
り
、
貧ま

ず

し
い
家い

え

の
出で

で
も
、

自じ

分ぶ
ん

の
才さ

い

覚か
く

に
よ
っ
て
大お

お

き
く
飛ひ

躍や
く

す
る
道み

ち

が
開ひ

ら

か
れ
て
い

た
。
そ
し
て
富と

み

を
蓄た

く
わ
え
て
、
戦せ

ん

時じ

に
多た

額が
く

の
寄き

付ふ

を
す
れ
ば
、

貴き

族ぞ
く

や
国こ

っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

に
も
な
れ
た
の
で
あ
る
。
と
言い

っ
て
も
、
上

じ
ょ
う

述じ
ゅ
つの
如ご

と

く
、
報ほ

う

酬し
ゅ
うは
名め

い

誉よ

だ
け
で
あ
っ
た
が
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教

き
ょ
う

国こ
く

で
は
あ
っ
た
が
、
法ほ

う

王お
う

庁ち
ょ
うの
支し

配は
い

を
拒き

ょ

否ひ

し
、
中

ち
ゅ
う

世せ
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
戦せ

ん

乱ら
ん

に
巻ま

き
込こ

ん
だ
法ほ

う

王お
う

派は

と
皇こ

う

帝て
い

派は

の
争あ

ら
そい
や
、
狂

き
ょ
う

信し
ん

的て
き

な
異い

端た
ん

裁さ
い

判ば
ん

・
魔ま

女じ
ょ

狩が

り
、
カ
ト
リ
ッ

ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
抗こ

う

争そ
う

か
ら
逃の

が

れ
て
い
た
。

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
商

し
ょ
う

人に
ん

、
ユ
ダ
ヤ
商

し
ょ
う

人に
ん

、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ド
イ
ツ
人じ

ん

学が
く

生せ
い

、
ギ
リ
シ
ャ
正せ

い

教き
ょ
うの
船ふ

な

乗の

り

５
．
貴き

族ぞ
く

の
義ぎ

務む

←
レ
パ
ン
ト
海か
い

戦せ
ん

図ず

。
レ
パ
ン
ト
の
海か
い

戦せ
ん
は
、
１
５
７
１
年ね
ん

１
０
月が
つ

７
日か

に
ギ
リ
シ
ア
の
コ
リ
ン
ト
湾わ
ん

口こ
う
の
レ
パ
ン
ト
沖お
き

で
起お

き
た
、
オ

ス
マ
ン
帝て
い

国こ
く

海か
い

軍ぐ
ん

対た
い
、
教き
ょ
う皇こ
う
・
ス
ペ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
連れ
ん

合ご
う

海か
い

軍ぐ
ん
に
よ
る
海か
い

戦せ
ん

で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
王お
う

国こ
く

は
、
支し

配は
い

下か

の
ジ
ェ
ノ

ヴ
ァ
や
イ
タ
リ
ア
の
諸し
ょ

都と

市し

、
マ
ル
タ
騎き

士し

団だ
ん

等な
ど

か
ら
最さ
い

大だ
い

限げ
ん
の
戦せ
ん

力り
ょ
くを
集あ
つ

め
た
。
こ
の
海か
い

戦せ
ん

は
西に
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史し

に
お
い
て
初は
じ

め
て
の

大だ
い

海か
い

戦せ
ん

で
の
オ
ス
マ
ン
軍ぐ
ん
に
対た
い

す
る
勝し
ょ
う利り

で
あ
り
、
オ
ス
マ
ン
帝て
い

国こ
く

の
地ち

中ち
ゅ
う海か
いで
の
前ぜ
ん

進し
ん

を
防ふ
せ

ぐ
の
に
役や
く

立だ

っ
た
。
レ
パ
ン
ト
の
海か
い

戦せ
ん
は
、

ガ
レ
ー
が
主し
ゅ

力り
ょ
くを
成な

す
大だ
い

海か
い

戦せ
ん
と
し
て
は
最さ
い

後ご

で
あ
る
こ
と
が
知し

ら

れ
て
い
る
。

な
ど
、
多た

様よ
う

な
宗

し
ゅ
う

派は

が
平へ

い

和わ

裏り

に
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

し
、
交こ

う

易え
き

で
栄さ

か

え
て

い
た
。

　

さ
ら
に
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

の
自じ

由ゆ
う

も
保ほ

証し
ょ
うさ
れ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

業ぎ
ょ
うは
、
当と

う

時じ

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

で
あ
っ
た
。

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

が
独ど

く

立り
つ

を
失

う
し
な
っ
た
の
は
、
１
７
９
７

年ね
ん

、
ナ
ポ
レ
オ
ン
率ひ

き

い
る
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

軍ぐ
ん

の
征せ

い

服ふ
く

に
よ
っ
て

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
頃こ

ろ

、
す
で
に
東

ひ
が
し

地ち

中ち
ゅ
う

海か
い

は
貿ぼ

う

易え
き

圏け
ん

と
し
て
の
意い

味み

を

失う
し
ない
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
イ
タ
リ
ア
本ほ

ん

土ど

の
属ぞ

く

領り
ょ
うを
基き

盤ば
ん

と

し
た
農の

う

業ぎ
ょ
う

国こ
く

と
な
っ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
片か

た

隅す
み

で
、
非ひ

武ぶ

装そ
う

、
非ひ

同ど
う

盟め
い

政せ
い

策さ
く

の
も
と
で
、
平へ

い

和わ

に
暮く

ら
し
て
い
た
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
は
、
戦た

た
か
う
す
べ
も
な
く
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
降こ

う

伏ふ
く

す
る

し
か
な
か
っ
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
軍ぐ

ん

の
命め

い

令れ
い

に
よ
り
、「
自じ

由ゆ
う

、平
び
ょ
う

等ど
う

、同ど
う

胞ほ
う

愛あ
い

」（
ｆ

ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
は
、「
博は

く

愛あ
い

」と
訳や

く

さ
れ
る
が
、「
友ゆ

う

愛あ
い

」、

「
同ど

う

胞ほ
う

愛あ
い

」
の
方ほ

う

が
原げ

ん

義ぎ

に
近ち

か

い
）
の
立た

て
札ふ

だ

が
、
サ
ン
・
マ

ル
コ
広ひ

ろ

場ば

の
中

ち
ゅ
う

央お
う

に
立た

て
ら
れ
た
。し
か
し
国こ

っ

家か

を
失

う
し
な
っ
た
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
人じ

ん

に
は
、も
は
や
「
自じ

由ゆ
う

」
も
、「
平

び
ょ
う

等ど
う

」
も
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後ご

、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
間あ

い
だの
条

じ
ょ
う

約や
く

に
よ
り
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領り

ょ
う
と
さ
れ
、
１
８
０
５
年ね

ん

に

は
皇こ

う

帝て
い

と
な
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
再ふ

た
た
び
支し

配は
い

下か

の
イ
タ
リ
ア
王お

う

国こ
く

に
編へ

ん

入に
ゅ
うす
る
な
ど
、
自じ

分ぶ
ん

の
意い

思し

に
関か

か

わ
り
な
く
、
何な

ん

度ど

も
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
間あ

い
だで
、
と
っ
た
り
、
と
ら
れ

た
り
、
が
続つ

づ

く
。
そ
し
て
１
８
６
６
年ね

ん

、
よ
う
や
く
統と

う

一い
つイ
タ

リ
ア
に
編へ

ん

入に
ゅ
うさ
れ
た
。

　

独ど
く

立り
つ

を
失う

し
な
う
１
０
年ね

ん

前ま
え

に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪お

と
ず
れ
て
い
た

ゲ
ー
テ
は
、
お
そ
ら
く
、
壮そ

う

麗れ
い

な
サ
ン・マ
ル
コ
広ひ

ろ

場ば

や
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
派は

巨き
ょ

匠し
ょ
うに
よ
る
壁へ

き

画が

・
天て

ん

井じ
ょ
う

画が

と
歴れ

き

代だ
い

元げ
ん

首し
ゅ

の
肖

し
ょ
う

像ぞ
う

画が

に
囲か

こ

ま
れ
た
壮そ

う

大だ
い

な
国こ

っ

会か
い

会か
い

議ぎ

場じ
ょ
うを
見み

て
の
こ
と
で
あ

ろ
う
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
言こ

と

葉ば

を
遺の

こ

し
て
い
る
。

　
わ
た
し
を
取と

り
囲か

こ

ん
で
い
る
も
の
す
べ
て
は
、
高こ

う

貴き

さ
に
満み

ち
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
人ひ

と

々び
と

の
努ど

力
り
ょ
く

に
よ
っ
て
生う

ま
れ
た
、
偉い

大だ
い

で
尊そ

ん

敬け
い

を
受う

け
る
に
値あ

た
いす
る
作さ

く

品ひ
ん

で
あ
る
。
こ
の
見み

事ご
と

な
記き

念ね
ん

碑ひ

は
、
あ
る
一ひ

と

人り

の
君く

ん

主し
ゅ

の
た

め
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
民み

ん

族ぞ
く

全ぜ
ん

体た
い

の
記き

念ね
ん

碑ひ

な
の
で
あ
る
。

［
１
，
ｐ
２
２
］

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
達た

っ

成せ
い

し
た
「
自じ

由ゆ
う

、
平

び
ょ
う

等ど
う

、
同ど

う

胞ほ
う

愛あ
い

」
の

水す
い

準じ
ゅ
んは
、
当と

う

時じ

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
群ぐ

ん

を
抜ぬ

い
て
お
り
、
こ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
振ふ

り
か
ざ
し
て
、
熱ね

っ

狂
き
ょ
う

の
あ
ま
り
２
０
０
万ま

ん

人に
ん

と
も
言い

わ
れ
る
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

を
出だ

し
た
フ

ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

の
遠と

お

く
及お

よ

ぶ
所と

こ
ろで
は
な
い
。

（３） ２０１８年第４９３８号 	 ２月	１７日	（土曜日）

で
あ
る
事こ

と

が
よ
く
分わ

か
る
の

で
あ
る
。

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．「
海う

み

の
都み

や
こ
の
物も

の

語が
た
り」、
塩し

お

野の

七な
な

生み

、
中

ち
ゅ
う

央お
う

公こ
う

論ろ
ん

社し
ゃ

、
Ｓ

５
５
．
１
０

２
．「
続ぞ

く

・
海う

み

の
都み

や
この
物も

の

語が
た
り」、

塩し
お

野の

七な
な

生み

、
中

ち
ゅ
う

央お
う

公こ
う

論ろ
ん

社し
ゃ

、

Ｓ
５
６
．
１
１

６
．
国こ

く

民み
ん

の
同ど

う

胞ほ
う

感か
ん

３
．
他た

の
都と

市し

国こ
っ

家か

と
比ひ

較か
く

し
て

４
．
社し

ゃ

会か
い

を
組そ

織し
き

す
る
能の

う

力り
ょ
く

８
．
民み

ん

族ぞ
く

全ぜ
ん

体た
い

の
記き

念ね
ん

碑ひ

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
栄え

い

光こ
う

の
歴れ

き

史し

を
た
ど
れ
ば
、
そ
の
「
自じ

由ゆ
う

」

と
「
平

び
ょ
う

等ど
う

」
と
は
、「
同ど

う

胞ほ
う

愛あ
い

」
で
結む

す

ば
れ
た
民み

ん

族ぞ
く

の
叡え

い

智ち

と

努ど

力り
ょ
くと
献け

ん

身し
ん

に
よ
り
、
賢け

ん

明め
い

に
運う

ん

営え
い

さ
れ
た
独ど

く

立り
つ

国こ
っ

家か

の
も

と
で
、
長な

が

い
歴れ

き

史し

を
か
け
て
着

ち
ゃ
く

実じ
つ

に
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
て
い
っ
た
も
の

ヴェネツィアの風
ふう

景
けい

(wikipediacommons)

７
．
自じ

由ゆ
う

の
尊そ

ん

重ち
ょ
う
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四よ
ん

世せ
い

ビ
ザ
に
関か

ん

し
て
「
な

ぜ
三さ

ん

世せ
い

ま
で
は
Ｏ
Ｋ
な
の
に
、

四よ
ん

世せ
い

は
ダ
メ
な
の
か
？
」
と
い

う
疑ぎ

問も
ん

の
声こ

え

が
多お

お

い
よ
う
だ
。

実じ
っ

際さ
い

問も
ん

題だ
い

、
三さ

ん

世せ
い

と
か
四よ

ん

世せ
い

と
い
う
事じ

務む

的て
き

と
い
う
か
、

書し
ょ

類る
い

上じ
ょ
うの
血け

つ

縁え
ん

の
距き

ょ

離り

よ
り

も
、
本ほ

ん

人に
ん

が
持も

つ
「
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

へ
の
関か

ん

心し
ん

の
強つ

よ

さ
」
の
強

き
ょ
う

　
【
既き

報ほ
う

関か
ん

連れ
ん

】
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

に
就

し
ゅ
う

労ろ
う

可か

能の
う

な
日に

本ほ
ん

で
の
在ざ

い

留り
ゅ
う

資し

格か
く

を
与あ

た

え
る
新し

ん

制せ
い

度ど

に
つ
い
て
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

法ほ
う

務む

省し
ょ
うが
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意い

見け
ん

公こ
う

募ぼ

）
を
先せ

ん

月げ
つ

２
３
日に

ち

に
始は

じ

め
た
。
そ
れ
と
同ど

う

時じ

に
新し

ん

制せ
い

度ど

の
原げ

ん

案あ
ん

が
公こ

う

開か
い

さ
れ
、
ポ
語ご

ニ
ュ
ー
ス

サ
イ
ト
な
ど
が
翻ほ

ん

訳や
く

し
て
広ひ

ろ

く
知し

ら
せ
た
。
原げ

ん

案あ
ん

で
は
日に

ち

語ご

能の
う

力り
ょ
くの
要よ

う

求き
ゅ
うや
在ざ

い

留り
ゅ
う

期き

間か
ん

、
対た

い

象し
ょ
う

年ね
ん

齢れ
い

、
家か

族ぞ
く

帯た
い

同ど
う

に
制せ

い

限げ
ん

が
設も

う

け
ら
れ
、
四よ

ん

世せ
い

間か
ん

に
波は

紋も
ん

が
広ひ

ろ

が
っ
て
い
る
。
四よ

ん

世せ
い

ビ
ザ
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（V

isto japones para yonsei, 
quarta geracao

）
ペ
ー
ジ
に
登と

う

録ろ
く

す
る
６
２
４
５
人に

ん

の
中な

か

か
ら
、
次つ

ぎ

の
３
人に

ん

に
意い

見け
ん

を
聞き

い
て
み
た
。

弱じ
ゃ
くの
方ほ

う

が
、
日に

本ほ
ん

に
居き

ょ

住じ
ゅ
う
す

る
の
に
適て

き

当と
う

か
ど
う
か
を
判は

ん

断だ
ん

す
る
良よ

い
材ざ

い

料り
ょ
うに
な
る
は

ず
。
三さ

ん

世せ
い

ま
で
は
家か

族ぞ
く

同ど
う

伴は
ん

可か

な
の
に
四よ

ん

世せ
い

は
ダ
メ
、
三さ

ん

世せ
い

ま
で
は
永え

い

住じ
ゅ
う

権け
ん

に
切き

り
替か

え
ら
れ
る
の
に
四よ

ん

世せ
い

は
分わ

か

ら
な
い
と
い
う
〃
区く

別べ
つ

〃
は
、

本ほ
ん

人に
ん

た
ち
と
っ
て
は
差さ

別べ
つ

の

よ
う
に
感か

ん

じ
、
苦く

痛つ
う

そ
の
も

の
の
よ
う
だ
。
人じ

ん

口こ
う

減げ
ん

少し
ょ
うで

　

両
り
ょ
う

親し
ん

が
訪ほ

う

日に
ち

就し
ゅ
う

労ろ
う

経け
い

験け
ん

者し
ゃ

だ
っ
た
と
い
う
水み

ず

口く
ち

フ
ァ
ビ

ア
ノ
さ
ん
（
２
３
、
四よ

ん

世せ
い

）

は
日に

ち

語ご

学が
く

習し
ゅ
うの
た
め
に
同ど

う

制せ
い

度ど

利り

用よ
う

を
希き

望ぼ
う

し
て
い
る
。

「
日に

ち

語ご

学が
く

習し
ゅ
うに
か
け
る
資し

金き
ん

が
な
い
の
で
、
入

に
ゅ
う

国こ
く

時じ

の
日に

ち

語ご

能の
う

力り
ょ
くの
制せ

い

限げ
ん

を
な
く
し
て

欲ほ

し
い
」
と
要よ

う

望ぼ
う

す
る
。

　

年ね
ん

齢れ
い

制せ
い

限げ
ん

や
家か

族ぞ
く

帯た
い

同ど
う

不ふ

可か

と
い
う
条

じ
ょ
う

件け
ん

に
も
反は

ん

対た
い

し

て
お
り
、
ビ
ザ
取し

ゅ

得と
く

代だ
い

行こ
う

業
ぎ
ょ
う

者し
ゃ

の
「
お
仕し

事ご
と

ド
ッ
ト
コ
ム
」

社し
ゃ

が
約や

く

１
万ま

ん

２
３
０
０
人に

ん

を

対た
い

象し
ょ
うに
行

お
こ
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結け
っ

果か

を
示し

め

し
な
が
ら
、「
現げ

ん

在ざ
い

で
は
ほ
と
ん
ど
の
四よ

ん

世せ
い

が

３
０
歳さ

い

だ
ろ
う
し
、
既き

婚こ
ん

者し
ゃ

は
約や

く

４
０
％
も
い
る
。
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

が
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
原げ

ん

案あ
ん

は
四よ

ん

世せ
い

の
こ
と
を
全ま

っ
たく
考か

ん
がえ
て
い
な

い
」
と
批ひ

判は
ん

し
た
。

　

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
「
四よ

ん

世せ
い

は
何な

ん

歳さ
い

な
の
か
？
」
と
い

う
題だ

い

名め
い

で
１
月が

つ

３
日か

か
ら
行

お
こ
な

わ
れ
、
年ね

ん

齢れ
い

や
婚こ

ん

姻い
ん

状じ
ょ
う

況き
ょ
う、

何な
ん

世せ
い

か
な
ど
の
質し

つ

問も
ん

項こ
う

目も
く

も

設も
う

け
ら
れ
た
。
結け

っ

果か

は
２
５

日に
ち

に
公こ

う

開か
い

さ
れ
た
が
、
回か

い

答と
う

者し
ゃ

の
世せ

代だ
い

数す
う

に
つ
い
て
は
開か

い

示じ

さ
れ
て
い
な
い
。

　

彼か
れ

は
幼お

さ
ない
頃こ

ろ

に
両

り
ょ
う

親し
ん

と
離は

な

れ
て
暮く

ら
し
た
こ
と
を
振ふ

り

返か
え

り
、「
家か

族ぞ
く

は
全す

べ

て
の
基き

盤ば
ん

。
遠と

お

く
離は

な

れ
て
生せ

い

活か
つ

す
る

の
は
精せ

い

神し
ん

衛え
い

生せ
い

に
も
悪わ

る

い
」

と
述の

べ
た
。

　

就
し
ゅ
う

労ろ
う

の
た
め
広ひ

ろ

島し
ま

市し

に

在ざ
い

住じ
ゅ
うす
る
浦う

ら

川か
わ

メ
リ
ー
さ
ん

（
三さ

ん

世せ
い

、
３
８
）
は
、「
日に

ち

語ご

能の
う

力り
ょ
くが
重

じ
ゅ
う

要よ
う

視し

さ
れ
て
い

る
の
は
わ
か
る
が
、
接せ

っ

客き
ゃ
く

業
ぎ
ょ
う

に
就つ

く
の
で
も
な
い
限か

ぎ

り
こ
ん

な
に
厳き

び

し
く
す
る
べ
き
で
は
な

い
」
と
考か

ん
がえ
て
い
る
。

　

日に
っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

の
日に

本ほ
ん

で
の
活か

つ

動ど
う

を
支し

援え
ん

す
る
「
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

受う

け
入い

れ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に

つ
い
て
は
「
そ
う
い
っ
た
重お

も

い

責せ
き

任に
ん

や
仕し

事ご
と

を
し
た
い
人ひ

と

が

多お
お

い
と
は
思お

も

え
な
い
」
と
疑ぎ

問も
ん

を
語か

た
っ
た
。
ま
た
、「
日に

本ほ
ん

で
生う

ま
れ
育そ

だ

ち
、
文ぶ

ん

化か

や
言こ

と

葉ば

を
習

し
ゅ
う

得と
く

し
た
四よ

ん

世せ
い

も
い
る
。

彼か
れ

ら
に
対た

い

し
て
特と

く

別べ
つ

な
措そ

置ち

が
あ
っ
て
も
良よ

い
の
で
は
」
と

意い

見け
ん

だ
っ
た
。

　

レ
モ
ス
青あ

お

山や
ま

ダ
ニ
エ
ラ
さ

ん
（
四よ

ん

世せ
い

、
２
４
）
は
伯は

く

人じ
ん

の
夫お

っ
と
と
４
歳さ

い

の
息む

す

子こ

が
い
る
。

「
二に

、
三さ

ん

世せ
い

と
同ど

う

様よ
う

の
定て

い

住
じ
ゅ
う

者し
ゃ

ビ
ザ
を
希き

望ぼ
う

す
る
」
と
語か

た

　

１
９
日に

ち

に
市し

制せ
い

施し

行こ
う

５
６

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
オ
ザ
ス
コ
市し

。

そ
の
祝

し
ゅ
く

賀が

行ぎ
ょ
う

事じ

と
し
て
、
市し

制せ
い

記き

念ね
ん

日び

を
跨ま

た

い
で
３
週

し
ゅ
う

間か
ん

に
及お

よ

ぶ
民み

ん

族ぞ
く

週し
ゅ
う

間か
ん

が
予よ

定て
い

さ

れ
て
い
る
。
１
４
日か

、
オ
ザ

ス
コ
駅え

き

前ま
え

広ひ
ろ

場ば

か
ら
ア
ン
ト

ニ
オ
・
ア
グ
ー
大お

お

通ど
お

り
で
、

日に

本ほ
ん

週し
ゅ
う

間か
ん

が
催も

よ
お

さ
れ
、
華は

な

々ば
な

し
く
幕ま

く

開あ

け
を
飾か

ざ

っ
た
。

　

同ど
う

市し

は
、
聖せ

い

市し

の
一い

ち

区く

か
ら
独ど

く

立り
つ

し
、
１
９
６
２
年ね

ん

に

誕た
ん

生じ
ょ
う。
今い

ま

で
は
人じ

ん

口こ
う

お
よ
そ

７
０
万ま

ん

人に
ん

を
抱か

か

え
、
州

し
ゅ
う

内な
い

で

は
６
番ば

ん

目め

に
人じ

ん

口こ
う

の
大お

お

き
な

都と

市し

だ
。
市し

内な
い

に
は
ブ
ラ
デ

ス
コ
銀ぎ

ん

行こ
う

が
本ほ

ん

拠き
ょ

を
構か

ま

え
、

州し
ゅ
う

内な
い

で
は
聖せ

い

市し

に
次つ

ぐ
経け

い

済ざ
い

規き

模ぼ

を
誇ほ

こ

る
な
ど
、
〃
労ろ

う

働ど
う

の
町ま

ち

〃
と
し
て
も
知し

ら
れ

る
。

　

祝
し
ゅ
く

賀が

行ぎ
ょ
う

事じ

で
は
、
日に

ち

、

っ
た
。「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ

ー
を
基も

と

に
し
た
制せ

い

度ど

で
は
、

ア
ジ
ア
人じ

ん

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
よ
う
な

安や
す

い
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
くを
生う

む
だ
け
。

一い
っ

定て
い

の
日に

ち

語ご

能の
う

力り
ょ
くを
求も

と

め
る

の
は
納な

っ

得と
く

で
き
る
が
、
こ
の

案あ
ん

は
四よ

ん

世せ
い

に
対た

い

し
て
不ふ

公こ
う

平へ
い

。

我わ
れ
わ
れ

々
に
も
同お

な

じ
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の

血ち

が
流な

が

れ
て
い
る
」と
語か

た
っ
た
。

　

同ど
う

制せ
い

度ど

の
目も

く

的て
き

は
日に

本ほ
ん

と

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
の
結む

す

び
つ
き
を

強つ
よ

め
る
「
懸か

け
橋は

し

」
と
な
る

人じ
ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

。
受う

け
入い

れ
対た

い

象
し
ょ
う

と
な
る
の
は
基き

本ほ
ん

的て
き

な
日に

ち

語ご

を
理り

解か
い

で
き
る
語ご

学が
く

力り
ょ
く（
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
く

試し

験け
ん

Ｎ
４
程て

い

度ど

）

を
持も

つ
１
８
～
３
０
歳さ

い

、
家か

族ぞ
く

帯た
い

同ど
う

は
不ふ

可か

。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
２

月が
つ

２
１
日に

ち

ま
で
実じ

っ

施し

さ
れ
る
。

こ
の
結け

っ

果か

を
踏ふ

ま
え
、
３
月が

つ

末ま
つ

ま
で
に
政せ

い

令れ
い

を
発は

っ

表ぴ
ょ
う、
施し

伊い

、
葡ぽ

の
３
ヵ
国こ

く

の
民み

ん

族ぞ
く

系け
い

団だ
ん

体た
い

が
、
各か

く

１
週

し
ゅ
う

間か
ん

ず
つ
イ

ベ
ン
ト
を
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

１
４
日か

は
、
日に

本ほ
ん

国こ
っ

旗き

掲け
い

揚よ
う

、
君き

み

が
代よ

斉せ
い

唱し
ょ
う

に
よ
り
、

式し
き

典て
ん

が
開か

い

催さ
い

。
オ
ザ
ス
コ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

の
荒あ

ら

木き

進す
す
む

会か
い

長ち
ょ
う

の
挨あ

い

拶さ
つ

の
後あ

と

、
地じ

元も
と

太た
い

鼓こ

チ
ー
ム
轟

と
ど
ろ
き

太だ
い

鼓こ

の
演え

ん

奏そ
う

、
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

、
盆ぼ

ん

踊お
ど

り
等な

ど

が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
た
。
そ
の
他ほ

か

、 お仕
し

事
ごと

ドットコムが公
こう

開
かい

したアンケート結
けっ

果
か

（出
しゅっ

典
てん

: 同
どう

社
しゃ

Facebookページ）

　

日に

本ほ
ん

の
歌か

人じ
ん

・
小お

塩し
お

（
お

し
お
）
卓た

く

也や

氏し

か
ら
ブ
ラ
ジ

ル
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

学が
く

会か
い

に
「
ブ
ラ
ジ

ル
に
若わ

か

山や
ま

牧ぼ
く

水す
い

の
歌か

碑ひ

が
存そ

ん

在ざ
い

す
る
か
？
」
と
の
問と

い

合あ
わ

せ

が
あ
っ
た
。
も
し
も
歌か

碑ひ

の
あ
り
か
を
知し

っ
て
い
る
人ひ

と

が
い

れ
ば
、
同ど

う

文ぶ
ん

学が
っ

会か
い

（
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

＝

R
ua V

ergueiro, 8
1

9
, 

sala 2
, C

EP
 0

1
5

0
4

-
0

0
1

）、も
し
く
は
中な

か

田だ

み
ち

よ
さ
ん
（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・５

０
８
４
・
７
１
１
２
）
ま
で

連れ
ん

絡ら
く

を
。
以い

下か

、
小お

塩し
お

さ
ん

か
ら
問と

い

合あ
わ

せ
文ぶ

ん

を
転て

ん

載さ
い

。

　
　
　
　
　

◎

　

昨さ
く

年ね
ん

以い

来ら
い

、
筆ひ

っ

者し
ゃ

は
新し

ん

岐ぎ

阜ふ

県け
ん

歌か

壇だ
ん

史し

と
題だ

い

し
て
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

の
地ち

方ほ
う

紙し

岐ぎ

阜ふ

新し
ん

聞ぶ
ん

に
戦せ

ん

後ご

の
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

の
歌か

壇だ
ん

に
つ
い
て

文ぶ
ん

章し
ょ
うを
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
て
い
る
。

　

そ
の
執し

っ

筆ぴ
つ

に
当あ

た
っ
て
、
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

歌か

人じ
ん

ク
ラ
ブ
の
機き

関か
ん

紙し

を
調

ち
ょ
う

査さ

し
て
い
る
の
だ
が
、
そ

の
過か

程て
い

で
、
昭

し
ょ
う

和わ

二に

十じ
ゅ
う

五ご

年ね
ん

七し
ち

月が
つ

発は
っ

行こ
う

の
第だ

い

四よ
ん

号ご
う

の
「
各か

く

地ち

に
建た

つ
歌か

碑ひ

」
の
欄ら

ん

に
若わ

か

山や
ま

牧ぼ
く

水す
い

の
歌か

碑ひ

が
ブ
ラ
ジ
ル

の
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

に
よ
っ
て
建こ

ん

立り
ゅ
うさ
れ
る
と
の
記き

事じ

を
見み

つ
け
た
。

　

歌う
た

は
「
あ
き
風か

ぜ

や
日に

本ほ
ん

の
国く

に

の
稲い

ね

の
穂ほ

の
酒さ

け

の
あ
ぢ
は

ひ
日び

に
ま
さ
り
来こ

れ
」
と
あ

る
。

　

本ほ
ん

当と
う

に
こ
の
碑ひ

が
建た

っ
た
の

か
気き

に
な
っ
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

の
小こ

池い
け

み
さ
子こ

氏し

に
尋た

ず

ね
た

の
だ
が
、
周ま

わ

り
に
聞き

い
て
も

分わ

か
ら
な
い
と
い
う
。

　
こ
の
紹

し
ょ
う

介か
い

記き

事じ

の
隣と

な
り

に
は
、

山や
ま

梨な
し

県け
ん

小こ

淵ぶ
ち

沢さ
わ

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

の
校こ

う

庭て
い

に
昨さ

く

年ね
ん

十じ
ゅ
う

一い
ち

月が
つ

十じ
ゅ
う

三さ
ん

日に
ち

序じ
ょ

幕ま
く

さ
れ
た
歌か

碑ひ

に
は
、「
甲か

斐い

の
く
に
小お

ぶ
ち
さ
は
あ
た
り

の
高こ

う

原げ
ん

の
秋あ

き

す
ゑ
つ
か
た
の

国く
に

の
よ
ろ
し
さ
」
の
歌う

た

が
刻き

ざ

ま
れ
て
い
る
と
あ
る
。

　

若わ
か

山や
ま

牧ぼ
く

水す
い

記き

念ね
ん

文ぶ
ん

学が
く

館か
ん

の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
牧ぼ

く

水す
い

の
歌か

碑ひ

が
検け

ん

索さ
く

で
き
る
が
、「
甲か

斐い

の
国く

に

小お

ふ
ち
さ
は
あ
た
り

の
高た

か

は
ら
の
あ
き
す
ゑ
つ
か
た

の
雲く

も

の
よ
ろ
し
さ
」
の
歌う

た

が
こ

の
日ひ

付づ
け

の
建こ

ん

立り
ゅ
うで
、
小こ

淵ぶ
ち

沢さ
わ

町ち
ょ
うの
文ぶ

ん

化か

会か
い

館か
ん

に
建た

つ
と
言い

う
。
多た

分ぶ
ん

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

か
ら
移う

つ

さ

れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

実じ
っ

際さ
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
建た

っ
た

と
い
う
歌う

た

は
、『
死し

か
芸げ

い

術
じ
ゅ
つ

か
』
に
見み

ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
さ
き
ほ
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
こ
の
歌う

た

の
歌か

碑ひ

は

海か
い

外が
い

は
も
ち
ろ
ん
、
国こ

く

内な
い

で

も
登と

う

録ろ
く

さ
れ
て
い
な
い
。
記き

事じ

中ち
ゅ
うの
小こ

渕ぶ
ち

沢ざ
わ

の
歌か

碑ひ

が
正た

だ

し
い
こ
と
か
ら
言い

っ
て
も
、
牧ぼ

く

水す
い

の
歌か

碑ひ

が
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
ど

こ
か
に
建た

っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思お

も

わ
れ
、
こ
の
欄ら

ん

の
読ど

く

者し
ゃ

で
ご
存ぞ

ん

知じ

の
方ほ

う

が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
筆ひ

っ

者し
ゃ

ま
で
お
知し

ら
せ
い
た

だ
き
た
い
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
島し

ま

袋ぶ
く
ろ

栄え
い

喜き

会か
い

長ち
ょ
う）
は
２
５

日に
ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

（
第だ

い

二に

次じ

召し
ょ
う

集し
ゅ
う

）
か
ら
、
同ど

う

会か
い

館か
ん

大だ
い

サ
ロ
ン
（R

u
a T

o
m

az 
de Lim

a, 7
2

, Liber -
dade

）
で
総そ

う

会か
い

を
行お

こ
な

う
。

　

主お
も

な
議ぎ

題だ
い

は
昨さ

く

年ね
ん

度ど

の
会か

い

務む

報ほ
う

告こ
く

、
育い

く

英え
い

資し

金き
ん

決け
っ

算さ
ん

報ほ
う

告こ
く

の
ほ
か
、
今こ

ん

年ね
ん

度ど

の
事じ

業
ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

案あ
ん

の
審し

ん

議ぎ

、
２
０
１
８

―
２
０
１
９
年ね

ん

度ど

の
評

ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

選せ
ん

挙き
ょ

な
ど
。

　

ま
た
、
午ご

後ご

５
時じ

半は
ん

（
第だ

い

二に

次じ

召し
ょ
う

集し
ゅ
う）
か
ら
特と

く

別べ
つ

総そ
う

会か
い

が
行お

こ
な

わ
れ
、
定て

い

款か
ん

の
変へ

ん

更こ
う

に

つ
い
て
議ぎ

論ろ
ん

す
る
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
（
１
１
・３
１
０

６
・８
８
２
３
）
ま
で
。

苦く
る

し
む
日に

本ほ
ん

だ
け
に
、
い
っ
そ

の
こ
と
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
は
も
っ
と
寛か

ん

大だ
い

な
入

に
ゅ
う

国こ
く

条じ
ょ
う

件け
ん

を
与あ

た

え
て
も

良よ

い
の
で
は
。

　
　
　
　
　

◎

　

土ど

曜よ
う

、１
７
日に

ち

深し
ん

夜や

（
１
８

日に
ち

午ご

前ぜ
ん

０
時じ

）
に
夏な

つ

時じ

間か
ん

が

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

す
る
。
連れ

ん

邦ぽ
う

直ち
ょ
っ

轄か
つ

区く

と
麻ま

州し
ゅ
う、
南

み
な
み

麻ま

州し
ゅ
う、
ゴ
イ
ア

ス
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
、

エ
ス
ピ
リ
ト・サ
ン
ト
、
リ
オ
、

聖せ
い

州し
ゅ
う、
パ
ラ
ナ
、
サ
ン
タ
カ

タ
リ
ー
ナ
、
南

み
な
み

大た
い

河が

各か
く

州し
ゅ
うで

は
、
土ど

曜よ
う

日ひ

の
深し

ん

夜や

１
２
時じ

に
時と

計け
い

を
午ご

後ご

１
１
時じ

に
戻も

ど

す
。
も
し
く
は
、
寝ね

る
前ま

え

に

時と

計け
い

の
針は

り

を
１
時じ

間か
ん

戻も
ど

す
こ

と
を
お
忘わ

す

れ
な
く
。
１
時じ

間か
ん

、

得と
く

し
た
気き

分ぶ
ん

か
。
幸さ

い
わ

い
に
し

て
遅ち

刻こ
く

の
心し

ん

配ぱ
い

は
な
い
が
、

日に
ち

曜よ
う

日び

の
行

ぎ
ょ
う

事じ

の
開か

い

始し

時じ

刻こ
く

に
ご
注

ち
ゅ
う

意い

を
。

在ざ
い

留り
ゅ
う

資し

格か
く

新し
ん

制せ
い

度ど

原げ
ん

案あ
ん

に
意い

見け
ん

訪ほ
う

日に
ち

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

の
声こ

え

を
聞き

く

駅え
き

前ま
え

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
内な

い

で

は
、
オ
ザ
ス
コ
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

歴れ
き

史し

を
伝つ

た

え
る
写し

ゃ

真し
ん

展て
ん

も
展て

ん

示じ

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

大お
お

瀧た
き

多た

喜き

夫お

渉し
ょ
う

外が
い

理り

事じ

は
「
市し

制せ
い

記き

念ね
ん

日び

で
は
、
週

し
ゅ
う

末ま
つ

３
日か

間か
ん

に
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

週し
ゅ
う

間か
ん

を
開か

い

催さ
い

す
る
な
ど
手て

伝つ
だ

っ
て

き
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
今こ

ん

回か
い

の
よ
う
な
大だ

い

々だ
い

的て
き

な
も
の

は
初は

じ

め
て
」
と
い
う
。「
大お

お

日に
っ

系け
い

文ぶ
ん

学が
く

会か
い

ま
で
連れ

ん

絡ら
く

を
！

伯は
く

国こ
く

に
牧ぼ

く

水す
い

歌か

碑ひ

は
あ
る
の
か

約や
く

６
５
０
人に

ん

が
自じ

慢ま
ん

の
歌う

た

声ご
え

披ひ

露ろ
う

パ
ウ
リ
ス
ト
ン
、
今こ

ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

通ど
お

り
に
は
見け

ん

物ぶ
つ

客き
ゃ
くで
人ひ

と

だ
か

り
が
出で

来き

て
い
た
ほ
ど
」
と

い
い
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
発は

っ

信し
ん

す
る
よ
い
機き

会か
い

と
な
っ
た
よ
う

だ
。

　

Ｕ
Ｐ
Ｋ
（
パ
ウ
リ
ス
タ
カ

ラ
オ
ケ
連れ

ん

合ご
う

、
重し

げ

田た

エ
ウ

ゾ
会か

い

長ち
ょ
う）
主し

ゅ

催さ
い

の
『
第だ

い

２
４

回か
い

聖せ
い

州し
ゅ
う

選せ
ん

抜ば
つ

カ
ラ
オ
ケ
大た

い

会か
い

』
が
１
７
、１
８
日に

ち

、
バ

ル
エ
リ
市し

の
イ
ベ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
（R

ua P
astor Se-

bastiao D
avino dos 

R
eis, 672

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ

る
。
両

り
ょ
う

日じ
つ

と
も
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

か

ら
、
開か

い

会か
い

式し
き

は
１
７
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

４
５
分ぷ

ん

か
ら
。
バ
ル

エ
リ
市し

協き
ょ
う

賛さ
ん

。

「三
さん

世
せい

までと同
おな

じ条
じょう

件
けん

に！」
（７） ２０１８年第４９３８号 	 ２月	１７日	（土曜日）

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

総そ
う

会か
い

、
２
５
日に
ち

午ご

後ご

に
特と
く
別べ
つ
総そ
う
会か
い
も

駅え
き

前ま
え

広ひ
ろ

場ば

で
太た

い

鼓こ

や
盆ぼ

ん

踊お
ど

り
も

市し

制せ
い

記き

念ね
ん

で
日に

本ほ
ん

週し
ゅ
う

間か
ん

を
開か

い

催さ
い

！

オザスコ市
し

行こ
う

す
る
見み

込こ

み
だ
。

　

意い

見け
ん

提て
い

出し
ゅ
つは
電で

ん

子し

政せ
い

府ふ

の
総そ

う

合ご
う

窓ま
ど

口ぐ
ち

（h
ttp

://
urx3

.nu/Ia2
P

）
ま
で
。

広
ひろ

場
ば

で披
ひ

露
ろう

された和
わ

太
だい

鼓
こ

ＵＰＫ

　

聖せ
い

州し
ゅ
う

全ぜ
ん

域い
き

か
ら
集あ

つ

ま
っ
た

約や
く

６
５
０
人に

ん

が
、
年ね

ん

齢れ
い

別べ
つ

の

２
５
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分わ

か
れ

自じ

慢ま
ん

の
歌う

た

声ご
え

を
披ひ

露ろ
う

す
る
。

　

各か
く

カ
テ
ゴ
リ
ー
優ゆ

う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

に

は
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
総そ

う

合ご
う

優ゆ
う

勝
し
ょ
う

者し
ゃ

に
は
日に

本ほ
ん

へ
の
航こ

う

空く
う

券け
ん

が

贈お
く

ら
れ
る
。

　

会か
い

場じ
ょ
う

内な
い

に
は
３
０
の
バ
ザ

ー
の
ほ
か
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も

あ
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
水み

ず

口ぐ
ち

源げ
ん

次じ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
、
吉よ

し

元も
と

哲け
い

大た
い

さ
ん
、
タ
カ

セ
・
チ
ヨ
ミ
組そ

織し
き

委い

員い
ん

長
ち
ょ
う

「
昨さ

く

年ね
ん

９
月が

つ

か
ら
聖せ

い

州し
ゅ
う

各か
く

地ち

で
予よ

選せ
ん

を
重か

さ

ね
、
の
ど
自じ

慢ま
ん

が
集あ

つ

ま
っ
た
。
是ぜ

非ひ

お
越こ

し

く
だ
さ
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを
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PIB do Japão cresce pelo 
8º trimestre consecutivo Estas notícias são produzidas pela 
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Economia (14/02/2018)

O Escritório do Gabinete 
do Japão afirmou que o Pro-
duto Interno Bruto (PIB) do 
país de outubro a dezembro 
de 2017 cresceu 0,1% em 
comparação ao trimestre 
anterior, com base em dados 
preliminares.
Isso representa um cresci-
mento de 0,5%, em proje-
ção anual.
Significa que a economia se 
expandiu pelo oitavo trimes-
tre consecutivo - marcando, 

desse modo, o período mais 
longo de crescimento em 
quase três décadas.
A demanda interna impul-
sionou o PIB. Gastos do 
consumidor aumentaram 
0,5% - registrando a primei-
ra alta em dois trimestres. 
Os setores automobilístico 
e de alimentação em bares e 
restaurantes tiveram vendas 
robustas.
Já os investimentos de ca-
pital subiram 0,7%. Isso 

ocorreu graças, em parte, 
ao aumento nas compras de 
maquinário para lidar com a 
escassez de mão de obra.
As exportações tiveram um 
crescimento de 2,4% graças 
aos embarques vigorosos de 
automóveis e componentes 
de smartphones. No entan-
to, preços do petróleo mais 
altos aumentaram o valor de 
importações.
O ministro da Revitaliza-
ção Econômica, Toshimitsu 

Vice-líderes de Japão e 
Estados Unidos concorda-
ram em se reunir nos próxi-
mos meses para uma nova 
rodada de conversações 
econômicas.
Será o terceiro encontro 
do gênero entre Taro Aso 

Motegi, declarou que uma 
elevação dos gastos do con-
sumidor mostra que as me-
lhoras estão sendo distribuí-
das para os lares. Disse que 
um ciclo econômico virtuo-
so está se formando.
Motegi acrescentou esperar 
que o emprego e a renda 
continuem a melhorar, e que 
o otimismo do consumidor 
cresça.

Economia (15/02/2018)

Tóquio e Washington concordam 
em se reunir para nova rodada de 
conversações econômicas

e Mike Pence desde que o 
presidente americano Do-
nald Trump assumiu o car-
go.
Em uma sessão do Parla-
mento, Aso disse ter discu-
tido o assunto com Pence 
durante a visita deste últi-

mo ao Japão neste mês. Ele 
declarou que quer realizar 
a reunião em abril, mas o 
lado americano prefere que 
ela ocorra em maio ou ju-
nho.
Taro Aso e Mike Pence se 
reuniram pela última vez 

O Escritório do Gabine-
te do Japão disse que, com 
base em números prelimina-
res, o Produto Interno Bruto 
do país registrou crescimen-
to de 0,1% entre outubro e 
dezembro de 2017 em rela-
ção ao trimestre anterior. O 
resultado corresponde a um 
crescimento anualizado de 
0,5%, o que fez deste o oi-
tavo trimestre consecutivo 
de crescimento. Em outras 
palavras, o país registrou o 
período mais longo de cres-
cimento em quase três déca-
das.
No Comentário de hoje, 
vamos conversar com Kat-
suyuki Hasegawa, econo-
mista-chefe de mercado 
do Instituto de Pesquisas 
Mizuho. Ele vai nos falar 
sobre os resultados dos mais 
recentes números prelimi-
nares do PIB e as perspecti-
vas futuras para tendências 

econômicas do Japão.
Ele diz: “A economia ja-
ponesa cresceu pelo oitavo 
trimestre consecutivo. O 
crescimento anualizado de 
0,5% foi causado pela de-
manda interna. O consumo 
pessoal aumentou cerca de 
0,5%. Em meio aos altos 
preços das ações desde o fi-
nal do ano passado, o forte 
apetite do consumidor, es-
pecialmente entre os mais 
abastados, contribuiu para a 
alta das vendas nas lojas de 
departamento. E isto com-
binado com outros fatores, 
impulsionados pelo con-
sumo pessoal. O gasto de 
capital corporativo também 
subiu 0,7%. Suas exporta-
ções aumentaram no rastro 
da renda melhorada. A falta 
de mão-de-obra está ficando 
grave. Em meio a este cená-
rio, as empresas investiram 
ativamente na automação e 

no aumento da eficácia. Isto 
levou a um aumento do gas-
to de capital.
Comparando-se com a forte 
demanda interna, as expor-
tações não registraram um 
grande crescimento. Vemos 
alguns números negativos 
nas exportações líquidas, 
isto é, o valor das exporta-
ções menos o valor das im-
portações. Isso significa que 
o crescimento do PIB foi 
alavancado pela demanda 
interna ao invés da estran-
geira.
Mas existem dois pontos 
que me preocupam. Um é 
a economia chinesa, que eu 
acredito terá um desacele-
ramento gradual este ano. 
Isso pode diminuir o ritmo 
do crescimento das exporta-
ções de empresas japonesas 
para a China.
O segundo é a queda nos 
preços das ações em todo 

Dados preliminares do PIB e a 
economia japonesa

Comentário (14/02/2018)

o mundo no começo deste 
mês – queda liderada pelos 
Estados Unidos. Será que 
esta tendência vai ser tem-
porária? E será que fatores 
de desestabilização vão 
continuar a surgir nas bol-
sas americanas, ocasiona-
dos por altas continuadas de 
juros alimentando o medo 
da inflação? Vai ser funda-
mental ficarmos atentos às 
tendências no exterior.
Os dados do PIB divulga-
dos desta vez são para o 
período entre outubro e de-
zembro do ano passado. Es-
perava que o trimestre atual, 
entre janeiro e março deste 
ano, fosse terminar com um 
crescimento positivo. Mas a 
frente fria e a neve intensa 
de janeiro fizeram os preços 
dos vegetais irem às alturas. 
Assim, a elevação dos pre-
ços dos alimentos pode ter 
um efeito negativo sobre o 
consumo.”

A Coreia do Norte pro-
meteu dar continuidade aos 
seus programas nuclear e de 
mísseis na véspera da cele-
bração do aniversário do fa-
lecido pai do líder Kim Jong 
Un.
A Coreia do Norte realizou 

Coreia do Norte (16/02/2018)

Coreia do Norte promete continuar 
com seu programa nuclear

uma evento em Pyongyang 
na quinta-feira para celebrar 
o 76º aniversário de Kim 
Jong Il, comemorado no dia 
16 de fevereiro. A data é um 
feriado nacional.
Kim Jong Un não partici-
pou da reunião na capital 

O sexto dia dos Jogos 
Olímpicos de Inverno foi 
marcado por diversas me-
dalhas para o Japão em 
PyeongChang. Esquiado-
res, patinadores e atletas 
do snowboard chegaram ao 
pódio na quarta-feira, mas o 
país ainda não conquistou 
uma medalha de ouro.
Havia expectativa de que 
a patinadora de velocidade 
Nao Kodaira iria conquistar 
o ouro na modalidade dos 
1.000 metros. Ela atualmen-
te é detentora do recorde 
mundial, e estava em pri-
meiro lugar até a marca dos 
600 metros. Entretanto, teve 
uma queda de desempenho 
nos segundos finais e termi-
nou em segundo lugar.
Sua companheira de equipe, 
Miho Takagi, ficou em ter-
ceiro lugar, dois dias depois 
de conquistar a prata na cor-
rida de 1.500 metros.
A patinadora holandesa Jo-
rien ter Mors conquistou a 
medalha de ouro e estabele-
ceu um novo recorde olím-
pico.
No combinado nórdico em 
pista normal, Akito Watabe 
do Japão esperava melhorar 

PyeongChang (15/02/2018)

Japão conquista 
quatro medalhas no 
sexto dia dos Jogos 
Olímpicos de Inverno

seu desempenho em re-
lação à medalha de prata 
em Sochi.
No entanto, o resultado 
foi uma repetição exata 
do que aconteceu qua-
tro anos atrás. Watabe 
ficou em segundo lugar, 
e o alemão Eric Frenzel 
conquistou o ouro.
Watabe disse que sente 
“50 por cento de alegria 
e alívio por ter consegui-
do uma medalha, e 50 
por cento de frustração 
por não ter sido o ouro 
que desejava”.
No halfpipe do snowbo-
ard masculino, o len-
dário atleta americano 
Shaun White derrotou a 
promessa do Japão, Ayu-
mu Hirano, e conquistou 
a medalha de ouro. O 
adolescente japonês fi-
cou com a prata.
Nas palavras de Hirano, 
“eu posso aceitar o re-
sultado, mas, em parte, 
eu ainda tenho arrepen-
dimentos pela prova. Eu 
realmente quero partici-
par dos Jogos de Pequim 
em 2022 e ganhar dessa 
vez”.

em outubro do ano passado. 
Ambos concordaram em 
encontrar meios de aumen-
tar as exportações de auto-
móveis americanos para o 
Japão e cooperar no desen-
volvimento de infraestrutu-
ra nos Estados Unidos.
No mês passado, funcioná-
rios governamentais se reu-
niram para definir uma pau-
ta para a próxima sessão. 
Um dos temas que podem 
ser discutidos é o comér-
cio, incluindo as restrições 
emergenciais do Japão so-
bre as importações de carne 
bovina congelada dos Esta-
dos Unidos.

do país. Entretanto, o vice
-presidente do Partidos dos 
Trabalhadores da Coreia, 
Choe Ryong Hae, discursou 
no evento.
Choe ressaltou que a Coreia 
do Norte deveria fortalecer 
firmemente sua autodefesa 
nuclear de dissuasão, e ace-
lerar o desenvolvimento e 
produção de equipamentos 
militares poderosos com 

tecnologia de ponta.
Ele afirmou que Pyongyang 
irá fazer todos os esforços 
possíveis para garantir a paz 
e segurança na Península 
Coreana. Choe acrescentou 
que o país também irá ex-
pandir e desenvolver suas 
relações exteriores sob os 
princípios da paz e amizade.
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